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●
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
設
立
準
備
委
員
会
発
足
、
第
一
回
会
議

　
　

日
時
：
二
〇
一
六
年
三
月
二
十
五
日
（
金
）

　
　

場
所
：
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
来
往
舎
談
話
室

●
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
設
立
準
備
委
員
会
第
二
回
会
議

　
　

日
時
：
二
〇
一
六
年
五
月
十
六
日
（
月
）

　
　

場
所
：
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
来
往
舎
談
話
室

●
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
設
立
準
備
委
員
会
第
三
回
会
議

　
　

日
時
：
二
〇
一
六
年
七
月
十
二
日
（
火
）

　
　

場
所
：
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
来
往
舎
中
会
議
室

●
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
設
立
準
備
委
員
会
第
四
回
会
議

　
　

日
時
：
二
〇
一
六
年
九
月
二
十
一
日
（
水
）

　
　

場
所
：
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
来
往
舎
中
会
議
室

●�

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
中
国
文
学
専
攻
）
修
士

論
文
中
間
発
表
会

　
　

日
時
：
二
〇
一
六
年
十
一
月
十
九
日
（
土
）

　
　

場
所
：
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
来
往
舎
中
会
議
室

　
　

発
表
：‌�

川
村
文
彦
「
台
湾
現
代
文
学
に
み
る
多
言
語
社
会
の

反
映
と
現
実
―
鍾
肇
政
『
怒
濤
』
を
中
心
に
」

彙
　
報
（
活
動
報
告
）

　
　
　
　
　

‌�

王
仝
雨
「
林
語
堂
の
「
翻
訳
を
論
ず
」
か
ら
見
る

『M
om
ent in Peking

』
漢
訳
本
の
比
較
」

　
　
　
　
　

唐
蔚
「
白
先
勇
の
作
品
に
お
け
る
服
飾
描
写
の
意
義
」

　
　
　
　
　

‌�

鵜
浦
恵
「『
三
国
志
画
伝
』
に
見
る
江
戸
期
日
本
の

『
三
国
志
演
義
』
の
受
容
」

●
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
設
立
準
備
委
員
会
第
五
回
会
議

　
　

日
時
：
二
〇
一
六
年
十
一
月
二
十
二
日
（
火
）

　
　

場
所
：
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
来
往
舎
中
会
議

●
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
理
事
会
第
一
回
会
議

　
　

日
時
：
二
〇
一
六
年
十
二
月
三
日
（
土
）

　
　

場
所
：
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
北
館
会
議
室
３

●
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
第
一
回
大
会

　
　

日
時
：
二
〇
一
六
年
十
二
月
三
日
（
土
）

　
　

場
所
：
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
北
館
大
会
議
室

　
　

司
会
：
山
下
一
夫
（
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
准
教
授
）

　
　

講
演
：‌�

陳
思
和
（
復
旦
大
学
教
授
）「
巴
金
晩
年
の
理
想
主
義

に
つ
い
て
」（
代
読
：
唐
蔚
）

　
　
　
　
　

‌�

岡
晴
夫
（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）「
慶
應
義
塾
の

中
国
文
学
研
究
の
伝
統
と
私
の
思
う
こ
と
」

　
　

発
表
：‌�

福
田
文
彬
（
慶
大
・
院
）「『
世
説
新
語
』
の
劉
孝
標

注
に
み
え
る
史
部
の
引
用
書
と
通
行
本
と
の
比
較
研

究
」（
司
会
：
山
下
一
夫
）
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‌�

劉
斯
倫
（
慶
大
・
院
）「『
津
逮
秘
書
』
所
収
の
『
秘

冊
彙
函
』
版
に
つ
い
て
」（
司
会
：
吉
永
壮
介
）

　
　
　
　
　

‌�

齋
藤
慎
一
郎
（
慶
大
・
院
）「
三
善
清
行
「
意
見
十
二

箇
条
」
に
み
る
平
安
期
『
孟
子
』
受
容
の
位
相
」（
司

会
：
高
橋
智
）

　
　
　
　
　

‌�
荻
野
友
範
（
慶
應
義
塾
高
等
学
校
教
諭
）「
墨
家
の
論

理
―
『
墨
子
』
小
取
篇
を
め
ぐ
っ
て
」（
司
会
：
高

橋
智
）

●
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会　

第
一
回
総
会

　
　

日
時
：
二
〇
一
六
年
十
二
月
三
日
（
土
）

　
　

場
所
：
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
北
館
大
会
議
室

●‌�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
争
と
文
学
」（
関
根
謙
教
授
退
職
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
）

　
　

日
時
：
二
〇
一
六
年
十
二
月
十
六
日
（
金
）

　
　

場
所
：
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
北
館
ホ
ー
ル

　
　

主
催
：
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会

　
　

協
力
：
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会

　
　

司
会
：
杉
野
元
子
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　

パ
ネ
リ‌�

ス
ト
：
関
根
謙
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
）、
長

堀
祐
三
（
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
）、
譚
璐
美

（
作
家
・
慶
應
義
塾
大
学
訪
問
教
授
）

役
　
員

代
表
：
関
根
謙

理
事
：
浅
野
雅
樹

　
　
　

荻
野
友
範
（
総
務
担
当
）

　
　
　

佐
藤
道
生

　
　
　

杉
野
元
子

　
　
　

須
山
哲
治

　
　
　

高
橋
智
（
編
集
担
当
）

　
　
　

種
村
和
史
（
総
務
担
当
）

　
　
　

長
堀
祐
造

　
　
　

八
木
章
好

　
　
　

山
下
一
夫
（
大
会
担
当
）

　
　
　

吉
永
壮
介
（
経
理
担
当
）

監
事
：
酒
井
規
史

　
　
　

譚
璐
美
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慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
会
則

第
一
条　
　

本
会
は
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条　
　

本
会
は
、
以
下
の
三
項
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
　
　

一
、‌�
中
国
文
学
・
哲
学
・
史
学
・
語
学
・
日
本
漢
学

等
の
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
慶
應
義
塾
に
関
係
す
る
研
究
者
に
、
学

術
交
流
の
場
を
提
供
す
る
。

　
　
　
　
　

二
、‌�

国
内
外
の
研
究
者
と
の
研
究
交
流
の
促
進
を
図

る
。

　
　
　
　
　

三
、‌�

慶
應
義
塾
に
お
け
る
研
究
者
の
育
成
に
寄
与
す

る
。

第
三
条　
　

‌�

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
事

業
を
行
う
。

　
　
　
　
　

一
、‌�

研
究
発
表
を
中
心
と
す
る
年
次
大
会
を
開
催
す

る
。

　
　
　
　
　

二
、‌�

機
関
誌
『
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
』
を
刊
行

す
る
。

　
　
　
　
　

三
、
そ
の
他
の
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
を
行
う
。

第
四
条　
　

‌�

本
会
は
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
会
員
か
ら
な
る
。

会
員
は
通
常
会
員
と
準
会
員
と
を
設
け
る
。
通
常
会

員
は
大
会
発
表
お
よ
び
機
関
誌
『
慶
應
義
塾
中
国
文

学
会
報
』
へ
の
投
稿
の
資
格
を
有
し
、『
慶
應
義
塾
中

国
文
学
会
報
』
の
頒
布
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

準
会
員
は
大
会
発
表
お
よ
び
『
慶
應
義
塾
中
国
文
学

会
報
』
へ
の
投
稿
の
資
格
は
有
さ
な
い
が
、『
慶
應
義

塾
中
国
文
学
会
報
』
の
頒
布
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
会
員
の
入
退
会
規
定
に
つ
い
て
は
内
規
に
よ
り

別
途
定
め
る
。

第
五
条　
　

‌�

本
会
の
経
費
は
会
費
・
寄
付
金
お
よ
び
そ
の
他
の
収

入
を
も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
。
毎
年
、
年
度
初
め
に

所
定
の
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。
会
費
に
つ

い
て
は
内
規
に
よ
り
別
途
定
め
る
。

第
六
条　
　

‌�

本
会
に
は
次
の
役
員
を
置
く
。
各
役
員
の
構
成
、
職

掌
、
任
期
、
選
出
方
法
等
に
つ
い
て
は
内
規
に
よ
り

別
途
定
め
る
。

　
　
　
　
　

一
、
会
長　

一
名

　
　
　
　
　

二
、
理
事　

若
干
名

　
　
　
　
　

三
、
監
事　

若
干
名

第
七
条　
　

‌�

本
会
の
議
決
機
関
と
し
て
会
員
総
会
を
開
催
し
、
本

会
の
事
業
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議

決
定
す
る
。
総
会
に
つ
い
て
は
内
規
に
よ
り
別
途
定

め
る
。

　
〔
付
則
〕　

一
、
本
会
の
事
務
局
は
次
の
所
在
地
に
置
く
。
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‌�

一
〇
八－

八
三
四
五　

東
京
都
港
区
三
田

二－

十
五－

四
十
五　

慶
應
義
塾
大
学
文

学
部
中
国
文
学
専
攻
研
究
室
内

　
　
　
　
　

二
、‌�

本
会
の
設
立
年
月
日
は
二
〇
一
六
年
十
二
月
三

日
と
す
る
。

　
　
　
　
　

三
、‌�
本
会
則
は
二
〇
一
六
年
十
二
月
三
日
よ
り
施
行

す
る
。

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
役
員
に
関
す
る
内
規

一
、
本
会
に
は
次
の
役
員
を
置
く
。

　
　

⑴　

会
長
（
一
名
）

　
　
　
　

‌�

本
会
を
代
表
し
会
務
を
統
べ
、
理
事
長
を
兼
ね
る
。
理

事
の
中
か
ら
互
選
に
よ
り
選
出
し
、
総
会
の
承
認
を
得

る
。

　
　

⑵　

理
事
（
若
干
名
）

　
　
　
　

‌�

理
事
会
を
組
織
し
、
総
務
・
会
計
・
大
会
・
機
関
誌
等

の
会
務
を
執
行
す
る
。
会
長
が
通
常
会
員
の
中
か
ら
指

名
し
、
総
会
の
承
認
を
得
る
。

　
　

⑶　

監
事
（
若
干
名
）

　
　
　
　

‌�

監
事
会
を
組
織
し
、
会
計
を
監
査
す
る
。
会
長
が
通
常

会
員
の
中
か
ら
指
名
し
、
総
会
の
承
認
を
得
る
。

二
、
役
員
は
任
期
三
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
会
費
に
関
す
る
内
規

一
、‌�

通
常
会
員
の
会
費
は
年
額
五
、〇
〇
〇
円
と
す
る
。
た
だ
し
、

学
生
（
大
学
院
生
含
む
）
は
四
、〇
〇
〇
円
と
す
る
。

二
、
準
会
員
の
会
費
は
年
額
三
、〇
〇
〇
円
と
す
る
。

三
、‌�

会
長
、
理
事
の
任
に
あ
る
会
員
の
会
費
は
年
額
二
〇
、〇
〇
〇

円
と
す
る
。

四
、‌�

会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

と
す
る
。

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
総
会
に
関
す
る
内
規

一
、‌�

総
会
は
、
本
会
の
議
決
機
関
と
し
て
、
本
会
の
事
業
お
よ
び

運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
決
定
す
る
。

二
、‌�

総
会
は
、
通
常
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

三
、‌�

総
会
は
、
定
例
総
会
お
よ
び
臨
時
総
会
と
す
る
。
定
例
総
会

は
、
毎
年
一
回
、
当
該
年
度
の
大
会
の
時
に
開
催
す
る
。
臨

時
総
会
は
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
開
催
す
る
。

四
、‌�
次
の
事
項
は
、
定
例
総
会
に
お
い
て
承
認
を
受
け
、
ま
た
は

審
議
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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⑴　

役
員
の
選
任

　
　

⑵　

会
務
報
告
お
よ
び
事
業
計
画

　
　

⑶　
‌�

前
年
度
収
支
決
算
、
会
計
監
査
報
告
お
よ
び
当
該
年
度

収
支
予
算

　
　

⑷　

そ
の
他
総
会
ま
た
は
理
事
会
が
必
要
と
認
め
た
事
項

五
、‌�

総
会
に
お
け
る
議
事
の
決
定
は
、
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意

を
要
す
る
。

六
、‌�

特
別
の
事
情
の
あ
る
場
合
、
理
事
会
の
議
に
基
づ
き
会
長
は
、

臨
時
総
会
の
開
催
に
代
え
て
「
通
信
の
方
法
に
よ
る
総
会
」

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
会
員
の
入
退
会
に
関
す
る
内
規

一
、‌�

会
員
の
入
会
は
本
人
の
申
請
に
基
づ
き
、
現
会
員
一
名
の
推

薦
を
受
け
、
理
事
会
の
承
認
を
経
て
、
総
会
に
報
告
さ
れ
る
。

二
、‌�

会
員
の
退
会
は
本
人
の
申
請
に
基
づ
き
、
理
事
会
の
承
認
を

経
て
総
会
に
報
告
さ
れ
る
。

三
、‌�

会
員
が
会
費
を
連
続
３
年
間
未
納
の
場
合
は
、
退
会
扱
い
と

す
る
。

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
『
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
』 

掲
載
論
文
に
関
す
る
内
規

一
、‌�『
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
』
に
は
、
中
国
文
学
、
哲
学
、
史

学
、
語
学
、
日
本
漢
学
等
に
関
連
す
る
論
文
・
訳
注
・
翻
訳

等
を
掲
載
す
る
。

二
、
投
稿
資
格
は
本
会
通
常
会
員
に
限
る
。

三
、‌�

投
稿
原
稿
は
未
公
開
の
も
の
に
限
る
。
た
だ
し
、
口
頭
で
発

表
し
、
こ
れ
を
初
め
て
文
章
化
し
た
場
合
は
未
公
開
と
見
な

す
。

四
、‌�

投
稿
原
稿
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
で
定
め
た
複
数
の
査
読
者

に
よ
る
厳
正
な
審
査
を
経
て
、
掲
載
の
可
否
を
決
定
す
る
。

五
、‌�

採
用
さ
れ
た
原
稿
は
、
冊
子
体
に
印
刷
し
て
公
開
す
る
ほ
か
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
リ
ポ
ジ
ト
リ
等
に
公
開
す
る
。

六
、‌�

電
子
媒
体
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
公
開
な
ど
に
伴
う
著
作
権

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
会
の
決
定
に
従
う
こ
と
と
す
る
。

ま
た
公
開
先
・
公
開
方
法
に
つ
い
て
将
来
改
変
が
あ
っ
た
場

合
も
、
同
会
の
決
定
に
従
う
も
の
と
す
る
。

七
、
投
稿
規
定
に
関
し
て
は
別
途
定
め
る
。
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慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
『
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
』
投
稿
規
定

一
、‌�
投
稿
は
、
原
則
と
し
て
、
本
会
通
常
会
員
に
限
る
。
た
だ
し
、

投
稿
以
外
に
、
会
員
ま
た
は
非
会
員
に
執
筆
を
依
頼
し
た
研

究
論
文
、
展
望
論
文
、
書
評
・
紹
介
等
を
掲
載
す
る
こ
と
が

あ
る
。

二
、‌�

使
用
言
語
は
、
日
本
語
・
中
国
語
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。
た

だ
し
、
漢
字
体
は
、
常
用
漢
字
体
（
新
字
体
）、
正
字
体
（
旧

字
体
）、
簡
体
字
、
繁
体
字
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、‌�

投
稿
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
事
務
局
（
編

集
担
当
）
宛
〈gakkai@

keiochina.jp

〉
に
行
い
、
締
め
切

り
期
日
は
毎
年
七
月
末
日
と
す
る
。
た
だ
し
、
エ
ン
ト
リ
ー

は
、
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.keiochina.jp/top5-chugokugakkai.

htm
l

）
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
記

入
の
う
え
提
出
す
る
。

四
、‌�

投
稿
原
稿
の
締
め
切
り
期
日
は
、
毎
年
九
月
末
日
（
当
日
消

印
有
効
）
と
す
る
。

五
、‌�

投
稿
原
稿
は
、
本
文
・
注
・
図
版
等
を
あ
わ
せ
て
、
四
〇
〇

字
詰
め
原
稿
用
紙
で
五
十
枚
、
二
〇
、〇
〇
〇
字
程
度
と
す

る
。

六
、
投
稿
原
稿
は
、
次
の
二
種
類
を
提
出
す
る
。

　
　

⑴　

‌�

紙
媒
体
（
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
）

　
　
　
　

‌�

追
跡
可
能
な
配
達
の
記
録
を
有
す
る
方
法
で
下
記
ま
で

提
出
す
る
。

　
　
　
　

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
事
務
局
（
編
集
担
当
）
宛

　
　
　
　

一
〇
八－

八
三
四
五

　
　
　
　

東
京
都
港
区
三
田
二－

一
五－

四
十
五　

　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
中
国
文
学
専
攻
研
究
室
内

　
　

⑵　

電
子
媒
体
（
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
イ
ル
）

　
　
　
　

電
子
メ
ー
ル
に
添
付
す
る
方
法
で
下
記
ま
で
提
出
す
る
。

　
　
　
　

慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
事
務
局
（
編
集
担
当
）
宛

　
　
　
　
〈gakkai@

keiochina.jp

〉

七
、‌�

投
稿
原
稿
提
出
の
際
に
、「
投
稿
者
・
投
稿
原
稿
情
報
」（
別

紙
）
を
紙
媒
体
と
電
子
媒
体
の
そ
れ
ぞ
れ
に
添
え
て
提
出
す

る
。

八
、
執
筆
者
に
よ
る
校
正
は
、
再
校
ま
で
と
す
る
。

九
、‌�（
抜
刷
の
進
呈
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
協
議
中
の
た
め
、
未

定
）。	


